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横浜環状南線 湘南桂台地区 

の地質状況等に関する説明資料 

平成２０年３月１日 

東日本高速道路㈱ 
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 桂台トンネルの地質縦断図 

①地盤・地下水の現況について 
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  既往のボーリング調査や地形図からトンネル周辺の
地盤状況を把握しています。 

 桂台トンネルの周辺地盤 

  ・盛土 

 

  ・砂岩 

  
 

 これら各層の土質性状を沈下予測に反映させています。 

地盤等の現状について 

地山切土土砂と思われる砂岩・泥岩から構成さ 

れる。 

 

全体的に浮石を多く混入。貝殻片混入。 

部分的に泥質砂岩～砂質泥岩含む。 

低固結の砂岩を挟む。 

①地盤・地下水の現況について 
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 水位観測位置図（桂台地区） 

 

桂台第四公園 

イトーヨーカ堂 

ゆうもや公園 

桂山公園 

あさもや公園 

落柿公園 

①地盤・地下水の現況について 
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 桂台トンネルの地質平面図 

①地盤・地下水の現況について 
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 盛土部（ボーリング箇所）の深度  

 

①地盤・地下水の現況について 
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戸
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 都市型トンネル検討会について 

  都市型トンネル検討会は、丘陵部に位置し、造成さ
れた住宅地を通過するトンネルの施工に際し、トンネ
ル掘削面の安定だけでなく、地表面沈下抑制といった
周辺への影響も考慮する必要があることから、検討会
を組織し、学識経験者及び専門技術者から幅広い意見
を頂きながら評価検討を行ったものです。 

 

  議事録にある意見については、当該都市型トンネル
検討会へ反映しながら検討を行いました。 

 

  また意見の中には、設計や施工の際の留意点もあり、
最新の技術動向を踏まえ今後行う詳細設計や施工に反
映し、慎重且つ安全にトンネル施工を行います。  

②地盤沈下解析について 
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 都市型トンネルの設計・施工の流れ 

②地盤沈下解析について 

①地表面沈下等制約条件の設定 
 （沈下予測基準値） 
      ↓ 
      ↓←②掘削工法・補助工法の検討 
      ↓ 
③地表面沈下予測（ＦＥＭ等解析） 
      ↓ 
④「①」の条件を満足する→ＮＯの場合に「②」へ 
      ↓ 
⑤計測計画・施工設備計画 
      ↓ 
⑥施工（現場計測管理） →予測結果の検証。必要に応じて 
      ↓          「②」にフィードバック 
⑦工事完了 
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 沈下目安について 

  設計時における沈下基準値とは、工事計画や設計を進めていく
上で、周辺建物等の部材に損傷を与えず且つ居室等で人が不快
に感じないと判断するレベルであり、如何に工事を安全に進め
ることが出来るか否かを判断するための設計の目安値です。な
お、沈下基準値は、日本トンネル技術協会の調査研究報告書等
を参考にして設定しました。 

ｒａｄはラジアンといい、傾き（角度）を表します。 
1 / 1 0 0 0 ラ ジ ア ン ＝ 約 0 . 0 5 7 度 

傾 斜 角 ( φ ) ＝ δ / Ｌ ＝ 1 / 1 0 0 0 ｒ ａ ｄ 
（概ね、幅1ｍに対して1ｍｍの沈下量の傾きです。) 

幅 Ｌ 
沈下量δ 

1/1000 ｒａｄ 25 ｍｍ 

傾斜角：φ 沈下量：δ 家 屋 

基準値 対象物 

②地盤沈下解析について 
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 地表面沈下予測の流れ 

②地盤沈下解析について 

簡易予測式等で試算（e-logP法、Ｃｃ法、Ｍｖ法） 
 ※各々、適用条件が異なるため参考値ではあるが 
   沈下量の概算数値を把握 
        ↓ 
【数値解析によるシミュレーション】 
＜圧密層の断面＞ 
 沈下量  ：圧密解析で検討 
 沈下時間：浸透流解析で検討 
＜全ての断面＞ 
 沈下量  ：即時沈下解析で検討 
        ↓ 
 総沈下量＝∑（圧密沈下量＋即時沈下量） 

Ｈ１５年度 

Ｈ１６年度 
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 圧密沈下とは？ 

土の中の土粒子と土粒子の間にある間隙が減少し、土の
骨格構造が変化することにより体積が減少する。 

②地盤沈下解析について 
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 ＦＥＭ解析について 

FEM解析（有限要素法）とは？ 

FEM解析は、二次元計算領域（ここでは地山やトンネル支保部材）を四辺形や三角形
の集まりにより表し、個々の三角形、四角形は 有限の大きさを持つものであり、要素と
呼ばれる。  
要素の頂点は、節点と呼ばれ、要素の辺からなる網状のものがメッシュと呼ばれる。  
要素の形状と大きさを自由に決めることができるため、境界形状などに合せて要素分
割を行うことができる。 

 

 

有限要素法の解析領域と解析結果のイメージ図 

δ＝変位 
P＝荷重 

荷重=剛性×変位 

硬い地盤 

節点（接着剤） 

柔らかい地盤 要素
A2 

要素
A1 

要素
A3 

要素
B1 

要素
B2 

要素
B3 

要素（部品） 

②地盤沈下解析について 
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 ＦＥＭ解析モデル（イメージ） 

ＦＥＭ解析モデル 

②地盤沈下解析について 
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ＦＥＭ解析による検証（地盤定数の設定） 
圧密沈下解析時に用いた地盤定数一覧 

②地盤沈下解析について 
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ＦＥＭ解析による検証（地盤定数の設定） 
即時沈下解析時に用いた地盤定数一覧 

・桂台トンネル 

②地盤沈下解析について 
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 ＦＥＭ解析手順について（イメージ） 

無対策時 概略施工手順（=ＦＥＭ解析手順） 

②地盤沈下解析について 
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 ＦＥＭ解析結果グラフについて（イメージ） 

無対策 沈下グラフ等 

地表面沈下形状　推移図　（無体策-現状地層ライン）
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STAGE-5（先進坑上半支保） STAGE-9（先進坑施工完了時） STAGE-11（後進坑上半支保） STAGE-15（後進坑施工完了時）

めがねトンネルCL

後進坑CL先進坑CL

トンネル幅

23.5mm

1/1493 16.2mm

1/1471

②地盤沈下解析について 
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 FEM解析（桂台トンネル） 

ゆるみ高さ4.5ｍ ゆるみ高さ7.8ｍ ゆるみ高さ4.3ｍ 

解析モデル図 

平成１５年度 横浜環状南線 設計施工基本検討業務報告書 より抜粋 

ゆるみ分布図 

解析断面 ① 標準部 解析断面 ② 盛土部 解析断面 ③ 低土被り部 

解析断面 ① 標準部 解析断面 ② 盛土部 解析断面 ③ 低土被り部 

②地盤沈下解析について 
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 地表面沈下量の予測値（桂台トンネル） 

 

②地盤沈下解析について 
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地表面沈下対策工法 
補助工法の概要（桂台トンネル） 

一般的なトンネル工法に対し、さらに補助工法などの組
み合わせを追加することで、地表面沈下の抑制を図る。 

③対策工法・工事について 
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 補助工法のイメージ 

特殊的部分の補助工法のイメージを施工ステップ毎に示す。 

③対策工法・工事について 
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 止水注入工法の施工法 

止水注入工法は、トンネル掘削中の漏水による圧密沈下
を抑制することを主な目的とした工法である。 

トンネル本坑掘削に先立ち、中央導坑を施工した後に、そ
の導坑より地山にセメントミルクなどの地盤硬化剤を注入
することで、地盤の透水係数（地下水の流れやすさ）を小
さくして難透水ゾーンを形成し、漏水を減じるとともに周辺
地山を補強する。 

約5ｍ 

③対策工法・工事について 
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 止水注入工法の注入形態とメカニズム 

土質と注入形態の目安 
砂質土地盤 
 浸透注入・・・注入材が土粒子の間隙を浸透し固化 

粘性土地盤 
 割裂注入・・・注入材が土粒子の間隙を脈状に走って固化 

③対策工法・工事について 
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 止水注入工法の効果 

周辺地山への難透水性ゾーンを形成することで、トンネル
掘削時での地下水の漏れ出しを防ぎ、地下水位低下によ
る圧密沈下を抑制する。 

③対策工法・工事について 
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 周辺環境への配慮 

止水注入工の施工にあたっては、周辺環境への影響に
配慮した注入材、施工機械等に配慮するとともに、事前に
試験注入によりその効果を確認します。 

周辺環境のための対策例 

地盤条件を考慮した注入材料、注入方式を選択する。 

地盤条件を考慮した注入速度を設定する。 

地盤条件を考慮した注入範囲、注入孔の間隔、注入量を設定する。 

止水注入時には目視観察、計測管理、水質管理を行う。 

③対策工法・工事について 
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 防水型トンネルと排水型トンネル 

防水型トンネル 排水型トンネル 

③対策工法・工事について 
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・首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の一部を構成する横浜環
状南線（釜利谷JCT～戸塚IC間、約8.9km）は、全線の約7割が
地下構造（トンネル又は掘割）で計画されています。 

・計画路線は、住宅が密集する地域を通過するため、トンネル工
事にあたっては、周辺地域への影響を最小化し、安全で信頼性
の高い対策が求められています。 

◎シールド工法の技術検討を開始 

国
道
１
号 柏

尾
川 

Ｊ
Ｒ
線 

い
た
ち
川 

鎌
倉
街
道 

環
状
４
号
線 

横
浜
横
須
賀
道
路 

笠間トンネル 公田トンネル 桂台トンネル 庄戸トンネル 釜利谷トンネル 

≫横浜環状南線の縦断イメージ 

④シールドトンネルの技術検討 
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・近年、都市部におけるトンネル施工技術の進展は目覚しく、特
にシールド工法は周辺地域への影響を最小化できる、安全で信
頼性の高い工法として期待されています。 

・そのため、昨年12月に、学識経験者・専門技術者で構成する
「横浜環状南線 都市型トンネル施工技術検討会」を設置し、横
浜環状南線のトンネル区間へのシールド工法の適用可能性に
ついて、最新の技術的知見を踏まえた検討を開始しました。 
 

 【検討対象区間】 

 横浜市金沢区釜利谷町～横浜市栄区飯島町 
 （釜利谷ﾄﾝﾈﾙ・庄戸ﾄﾝﾈﾙ・桂台ﾄﾝﾈﾙ・公田ﾄﾝﾈﾙ・笠間ﾄﾝﾈﾙ） 

④シールドトンネルの技術検討 
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検討対象区間 

④シールドトンネルの技術検討 
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 ◎横浜環状南線 都市型トンネル施工技術検討会 名簿 

 

 

 

 

 
 

備考 

独立行政法人 土木研究所 
  道路技術研究グループ 
    トンネルチーム 上席研究員 

真下 英人 

財団法人 地域地盤環境研究所 
  東京事務所 所長 

小山 幸則 

株式会社 高速道路総合技術研究所 
  道路研究部 トンネル研究担当部長 

城間 博通 

首都大学東京 大学院  
  都市環境科学研究科  
    基盤環境工学専攻 教授 

西村 和夫 委  員 

東京都立大学 名誉教授 今田  徹   委員長 

所属機関及び役職 氏 名  

（敬称略、順不同） 

④シールドトンネルの技術検討 
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 ◎トンネル工法の概要 

概
略
イ
メ
ー
ジ
図 

シールド工法 ＮＡＴＭ工法 開削工法 

・トンネル断面に合わせて設計
されたシールドマシンにより地
中を掘り進む工法で、掘削する
前面（切羽面 ）の土圧・水圧を
バランスさせて、地盤への影響
を抑えながら施工する。 
・道路トンネルでは、東京湾アク
アラインや首都高速中央環状
線等で採用されている。 

・掘削と同時に、鋼鉄や吹付け
コンクリート等で地山の安定を
図りながら施工する工法で、地
山自身のアーチ効果を利用し、
トンネル本体にかかる負荷が
軽減される。 
・トンネル坑内を掘削機械等に
より掘り進み、後方へ掘削土を
搬出しながら施工する。 

・地表面から所定の深さまで掘
り下げ、その空間にトンネル構
造物を築造した後、上部空間
を埋戻して施工する。 工

法
概
要 

   
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 

 今回新たに検討する工法 従来計画されていた工法 

出典：国土交通省資料 出典：日本道路公団資料 

 （ New Austrian Tunneling Method ） 

出典：国土交通省資料 

④シールドトンネルの技術検討 
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・トンネル掘削中の地盤のゆるみ、地下水位の低下による地盤沈
下等を抑制することができる工法です。 

・円筒形の鋼鉄製筒（シールド掘削機）の前方の面盤を回転させ
て、地盤を削り進みながら、シールド掘削機の後方で、セグメント
（コンクリート製など）というブロックを、円形に組み立てながらトン
ネル構造物を築造していきます。 

◎シールド工法とは 

④シールドトンネルの技術検討 
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第一回検討会（Ｈ19.12.21） 
 検討目的・検討項目の確認 

 トンネル標準断面の検討 

 検討課題の抽出・整理 

 検討手法の確認 

◎今後の進め方 

④シールドトンネルの技術検討 

第二回検討会（Ｈ20春頃） 
 シールド適用可能区間の検討 

 トンネル構造の検討 

 近接施工・地表面への影響解析（１次） 

 シールド工法の評価（１次） 

 

第三回検討会（Ｈ20夏頃） 
 １次評価における課題の検討 

 近接施工・地表面への影響解析（２次） 

 シールド工法の評価（２次） 

 

第四回検討会（Ｈ20秋頃） 
 ２次評価における課題の検討 

 シールド工法の総合評価 

 最適なトンネル施工方法の提案 



公田ＩＣ周辺（湘南桂台自治会）の 
環境影響について 

２００８年３月１日 
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道路が完成したら（東京外環道） 
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道路が完成したら（東京外環道） 
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道路が完成したら（東京外環道） 
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道路が完成したら（東京外環道） 
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道路が完成したら（東京外環道） 
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道路が完成したら（東京外環道） 
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道路が完成したら（東京外環道） 
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道路が完成したら（常磐道） 
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道路が完成したら（常磐道） 
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道路が完成したら（常磐道） 
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道路が完成したら（常磐道） 
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道路が完成したら（常磐道） 
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道路が完成したら（圏央道） 
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道路が完成したら（圏央道） 
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道路が完成したら（圏央道） 
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横浜横須賀道路の現況 

 
二酸化窒素（ＮＯ２）測定値
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堀口能見台～並木 
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1 

環境基準 

• 環境基準 カンキョウキジュン 
【英】Environmental Quality Standard 

    
• 環境基本法（1993）第16条 
政府が定める環境保全行政上の目標 
人の健康を保護し、及び、生活環境を保全する
上で維持されることが望ましい基準 
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公田換気所の役割 

上り線 

下り線 
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換気所の役割 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

換気所なし 換気所あり 

（上方拡散な
し） 

換気所あり 

（上方拡散あ
り） 
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換気所と排煙塔の違い 

公田換気所煙突口
NOx：0.214ppm 
 

最大着地点濃度
NOx：0.00005ppm 
NO2：0.00002ppm 

 

大気汚染防止法に 
基づく排出基準(NOx) 
250～700ppm 

消音装置 
ファン 
集塵装置 

廃棄物焼却炉 換気所 



5 

自動車からの大気汚染物質 

・窒素酸化物（ＮＯＸ）  

・粒子状物質（ＰＭ）  

・一酸化炭素（ＣＯ） 

・炭化水素（ＨＣ） 

・鉛化合物 

・窒素酸化物（ＮＯＸ）  

  一酸化窒素（ＮＯ）：９０％、二酸化窒素（ＮＯ２）：１０％ 

    →ＮＯが空気中のオゾン（Ｏ３）と反応しＮＯ２を生成  

 

 

 

 

ＮＯ 

オゾン 
Ｏ3 

ＮＯ2 

Ｏ2 

Ｏ 

紫外線 
ｈν 



6 

 

予測の与条件 
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平面図 

公田換気所 

予測断面 

参考予測点 
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平面図・縦断図 
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横断図 

桂台団地 

公田ハイツ 

湘南ハイツ 
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予測交通量 

（単位：台／日） 

54,000 55,100 

5,400 6,600 

上郷公田線 

横浜環状南線 

14,100 

←栄IC・JCT 
釜利谷JCT→ 

48,600 

7,500～5,900 

（釜利谷方向の出入） （栄方向の出入） 

11,300 
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【風向風速状況図】 

調査期間 ： 平成７年１２月５日～平成８年１２月４日 

NNE 
NE 
ENE 
E 

N 

ESE 
SE 

SSE 
S SSW SW 

WSW 
W 
WNW 
NW NNW 

南風 

東風 

北風 

西風 

気象状況 

気象調査箇所 

公田換気所 

2.1m/s 

2.4m/s 

2.2m/s 

12% 

2.0m/s 7% 

2.0m/s 12% 

22% 

13% 

西 
 
風 

東 
 
風 

2.4m/s 

1.8m/s 

2.3m/s 

2.6m/s 23% 

2.2m/s 26% 

23% 

24% 

22% 

年間 2.1% 

冬季  2.1% 

秋季 3.2% 

夏季 1.3% 

春季 1.9% 

静穏率 

(風速
0.4m/s≧) 

北  風 
2.5m/s 2.4m/s 2.3m/s 2.3m/s 2.4m/s 
30 
% 

23 
% 44 

% 

35 
% 

33 
% 

2.7m/s 3.0m/s 2.0m/s 2.3m/s 2.7m/s 

34 
% 

48 
% 

14 
% 

19 
% 

29 
% 

南  風 
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大 気 
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予測結果（１） 道路から寄与 

二酸化窒素（NO2）年平均値

0.019 0.019

0.004
0.001

0.00002
0

0.01

0.02

0.03

0.04

照査断面(公田IC) 参考予測点 公田換気所寄与濃度
（最大着地濃度）

（p
p
m
）

道路寄与濃度

BG濃度（旧犬山小）

※道路寄与濃度：横環南+上郷公田線 
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ＰＰＭとは 

物質の濃度を表す単位で１ｐｐｍ（ｐａｒｔｓ ｐｅｒ ｍｉｌｌｉｏｎ）
とは百万分の１のことです。 

100cm 

100cm 

100cm 

1cm3 
１ｐｐｍとは空気1m3中に対象と
する気体が1cm3存在する濃度 
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大気に係る環境基準 

１時間値の１日平均値が 

0.10mg/m3以下であり、 

かつ、１時間値が 

0.20mg/m3以下であること 

１時間値の１日平均値が 

0.04ppmから0.06ppm 
までのゾーン内 

又はそれ以下であること。 

横浜市では，0.06ppm 

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 二酸化窒素（ＮＯ２） 
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堀口NO2（2007）
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大気汚染の評価方法【NO2の場合】 

日平均値を低い方から並べ，98％目（358/365番目）の
値（日平均値の98％値）と環境基準値とを比較 

堀口NO2（2007）

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65

0
%

4
%

7
%

1
0
%

1
4
%

1
7
%

2
0
%

2
3
%

2
7
%

3
0
%

3
3
%

3
7
%

4
0
%

4
3
%

4
7
%

5
0
%

5
3
%

5
7
%

6
0
%

6
3
%

6
7
%

7
0
%

7
3
%

7
7
%

8
0
%

8
3
%

8
6
%

9
0
%

9
3
%

9
6
%

1
0
0

小さい値からのパーセンテージ

pp
b

0 



17 

大気濃度状況（１） 

二酸化窒素　年間98％値（犬山小学校）

0.02

0.04

0.06

0.08

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
(年度)

(ppm)
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大気濃度状況（２） 

二酸化窒素　年間98％値（横環南周辺地域）

0.02

0.04

0.06

0.08

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
(年度)

(ppm)

港南区野庭中学校

金沢区長浜

戸塚区汲沢小学校

鎌倉市役所

藤沢市役所

港南中学校（自排）

戸塚区矢沢交差点（自排）

鎌倉市滑川（自排）

藤沢橋（自排）
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大気濃度状況（３） 

 

交通量とNO2（98%値）の関係

142,960

63,839

29,008 25,254

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

新保土ヶ谷～狩場 狩場～別所 釜利谷～堀口能見台 堀口能見台～並木 旧犬山小

(台
/
日
)

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

（
pp
m
）

交通量

NO2濃度
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予測結果（２） 
二酸化窒素（NO２）：９８％値

0.043

0

0.02

0.04

0.06

0.08

照査断面（公田ＩＣ）

(ppm)
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ＮＯ2  98％値と交通量（金沢支線）

0
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年度

（
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m
）
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10,000

20,000
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(台
/
日
)

交通量（金沢支線）

堀口NO2濃度

能見台NO2濃度

長浜（一般局）NO2濃度

大気濃度（ＮＯ2）と交通量 
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SPM　2％除外値と交通量（金沢支線）

0
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m
3
）
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20000

30000

40000
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長浜（一般局）SPM濃度

大気濃度（ＳＰＭ）と交通量 



23 

交通量（金沢支線と外環）とＮＯ2(98%値)の経年変化 

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08
Ｈ
３
Ｈ
４
Ｈ
５
Ｈ
６
Ｈ
７
Ｈ
８
Ｈ
９

Ｈ
1
0

Ｈ
1
1

Ｈ
1
2

Ｈ
1
3

Ｈ
1
4

Ｈ
1
5

H
1
6

Ｈ
1
7

H
1
8

0

30,000

60,000

90,000

120,000

交通量（金沢支線）

堀口

能見台

長浜（一般局）

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

Ｈ
３
Ｈ
４
Ｈ
５
Ｈ
６
Ｈ
７
Ｈ
８
Ｈ
９

Ｈ
1
0

Ｈ
1
1

Ｈ
1
2

Ｈ
1
3

Ｈ
1
4

Ｈ
1
5

H
1
6

Ｈ
1
7

H
1
8

0

30000

60000

90000

120000
交通量（外環）

和光新倉

和光（一般局）



24 

東京外環自動車道（新倉自排局） 
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東京外環自動車道（新倉自排局） 
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東京外環自動車道（新倉自排局と和光第四小一般局） 
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排ガス規制（単体規制の経緯） 

ガソリン乗用車

71

39

20
8 3 2

100

0

20

40

60

80

100

未規制 S48 S50 S51 S53 H12 H17

％

ディーゼル重量車（車両総重量3.5t超 直噴式）

80
68

56
49

42
35

26
19

11

100

0

20

40

60

80

100

未規制 S49 S52 S54 S58 H1 H6 H10 H15 H17

％

※未規制時を100とした時の比率 

0 
0 
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• 環境施設帯緑化，トンネル坑口緑化 
⇒障害物の表面積が大きいほど拡散，希釈 
  （建物や樹木など） 

  ⇒さらに樹木による汚染物質の吸着効果 

大気の性質を考慮した環境対策 

• ガス状汚染物質は，空間の中で均質へと濃度変化 
• 風が強いほど，拡散，希釈 
• バッファー・ゾーン（環境施設帯） 
⇒発生源からの距離が離れる程拡散，希釈（影響少） 

 

予測では樹木については加味していない 

⇒安全側（悪い値が出る側）に予測 
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生活を取り巻く環境 

• 環境基準の遵守＝健全・健康的な生活 
 

• 高速道路と大気 
–環境保全施設・バッファーゾーン 
–都市では，単体規制による自動車起因減少 
総量は減，寄与度は極小≠地域的現況比悪化 

道路点・線上で悪化≠生活環境で悪化 
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振 動 
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振動に係る要請限度について 

基 準 値 
地域の区分 

６０デシベル以下 

夜 間 昼 間 

６５デシベル以下 第一種区域 

〇振動規制法に基づく道路交通振動の限度 

（注）昼 間：午前８時から午後７時まで 

   夜 間：午後７時から翌日の午前８時まで 
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振動の評価方法 

測定値を低い方から並べて、上下１０％を
除いた８０％の範囲のなかで、一番高い値
（９０番目）を８０％レンジの上端値といい、
これと振動規制法に基づく道路交通振動
の限度を比較します。

測定値を値の
小さい方から
高い方へ並べる

最高値
（１００番目）

最低値
（１番目）

８０％レンジの
上端値（Ｌ１０）
；９０番目

（測定値が１００個の場合）

１０番目

（８０％） 大

小

中央公害対策審議会騒音振動専門部
会の答申の「振動による健康障害はもと
より日常生活にも支障を与えない」という
考え方を基本とし、「大部分の地域住民
が日常生活において支障がない程度」と
しています。
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振動予測結果 

30

40

50

60

70

昼間 夜間

65 

60 
家屋が揺れ、戸・障子がガタガタと
鳴動、電灯が揺れる 

室内の動揺が激しく、すわりの悪い 
花びんは倒れ、歩行者でも感ずる 

大勢の人に感ずる程度 
戸・障子がわずかに動く程度 

人体に感じない 

静止している人や特に地震に 
注意深い人にだけ感じる 

85 

95 
(dB) 

震 
度 
３ 

震 
度 
４ 

55 

65 

75 

震 
度 
０ 

震 
度 
１ 

震 
度 
２ 

45 

40 39 

過去に，問題箇所は無 
大和44，勧永42，伊勢原42 



34 

道路交通振動（１） 
■振動のメカニズム 
○自動車の走行により路面に力が加わる（エンジン・駆動系・車体の揺れ、路面の凹
凸） 
○路面にたわみが生じる 
○たわみにより「振動」が発生し、地盤に伝わる 
※「剛性」が大きい物体＝たわみにくい＝振動が小さい 
  ・硬い（剛性が大きい）、軟らかい（剛性が小さい） 
  ・硬いところは「速いテンポでガタガタ」揺れ、 
   軟らかいところは「ゆったりと大きく」揺れる 
■振動を抑えるには 
○加振力を小さくする（道路の平坦化、凹凸補修） 
○たわみを小さくする（構造物の剛性を上げる：橋梁補強など） 
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道路交通振動（２） 
■地下の道路（トンネル・掘割）で発生する振動 
○地上の道路に比べて、地表に到達するまでの距離により減衰する 
  （距離減衰：振動は地面を伝わっていくと距離とともに段々小さくなる） 
○剛性の高いコンクリートの壁で囲まれているため、たわみにくい 
  ⇒揺れが伝わりにくい構造 

観測点 

堅固な構造物
により減衰 
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道路交通振動（３） 
■開削トンネルの振動調査事例・・・いずれも人体に感じない程度の大きさ 

※調査位置：開削トンネル車道側端部の真上 
※地盤が軟弱なほど、地盤卓越振動数は低くなる 
※栄区桂町（栄警察署付近）の地盤卓越振動数：１６Ｈｚ（アセス時調査） 

３１．０ １３７，７２０ ４１ ４４ １９．８ 大和トンネル 

 

東名高速道路 

 

９．４ ９３，７０６ ４２ ４１ １３．９ 勧永トンネル 横浜横須賀道路 

２５．０ ７８，６３７ ３９ ４２ ６４．１ 伊勢原トンネル 常磐自動車道 

３８．８ １２１，１６２ ３４ ３６ ４ 東京港トンネル 

（大井側） 

高速湾岸線 

６６，３９３ 

交通量 
(台/日) 

３１ 

振動レベル
の最大値
(dB)夜間 

１８．９ ３４ １６ 東横浜トンネル 高速神奈川１号
横羽線 

大型車
混入率 
(％) 

振動レベル
の最大値
(dB)昼間 

地盤卓越 
振動数 
(Hz) 

トンネル名 

 

路線名 

 

測定位置 
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